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地球・人・ファシリティ ― 変革の時代が求める新しいFM―

FM財務評価手法
研究部会の活動

FM 財務評価手法研究部会の活動

　FM 財務評価手法研究部会の主な活動は以下の 3 点

である。

　（1）FM 財務評価手法の普及　FM 財務評価は FM

に従事している方でも「苦手だ」という方が少なくなく

ないが、FM 業務を推進する上で FM 財務評価は欠か

せない。そこで当部会では『FM 財務評価ハンドブック』

の発行や FM 財務評価セミナーの実施などにより、よ

り多くの方々に FM 財務評価を理解していただく活動を

行っている。

　（2）財務関連情報の収集・研究　リース会計基準な

どの会計基準の変更や、オフィスビル市場の動向を研究

している。不動産系シンクタンクの調査データに基づき、

オフィス市場の傾向をデータから読み解く活動を行って

いる。

　（3）FM 財務評価の適用事例研究　学校法人会計や

公会計など、企業会計基準とは異なる会計基準を使って

いる法人における FM 財務評価の方法や、新たな FM

施策による FM 財務評価などの研究を行っている。

FM 財務評価の位置付け

　図表は左側に FM を必要とする主体を、その右側に

FM が取り組む課題を示している。企業、自治体などの

公共部門、大学を経営する学校法人、病院を経営する

医療法人などの FM を必要とする主体が、働き方改革

やダイバーシティ、DX、SX などの課題に取り組むため、

さまざまな FM 施策を実施する。FM 施策による目標に

は FM の３つの柱である品質、供給、財務の側面があり、

それぞれの側面から施策の効果が評価される。FM 財務

評価手法は財務の側面から FM 施策を評価する方法で

あり、FM を必要とするあらゆる主体、施策に関係する。

『FM 財務評価ハンドブック 2020』の概要

　（1）第 1 章「FM 財務評価の基礎知識」　FM にお

ける財務評価の役割、企業財務と FM、FM の財務評

価と経営への貢献、企業会計の基礎知識などを解説し

ている。

　（2）第 2 章「ファシリティコスト評価」　ファシリティコ

スト管理会計、MN コストチャート、ファシリティコスト

削減施策などを解説している。

　（3） 第 3 章「施設資産評価」　FM の対象となる施設

資産、施設資産評価の重要性、ポートフォリオ分析など

を解説している。

　（4）第 4 章「施設投資評価」　施設投資評価の目的、

4 つの施設投資評価手法、資本コスト率、目標利益率と

投資判断などを解説している。

　（5） 第 5 章「ライフサイクルコスト評価」　ライフサ

イクルコスト、ライフサイクルマネジメント（LCM）の

プロセスと保全費用、残存不具合額の算出などを解説

している。◀
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